
○　本校の概要 令和7年3月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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保護者アンケートより

「学校は外国語教員を
効果的に活用して、外
国語活動の授業を計画
的に行い、コミュニケー
ション能力を育成してい
ると思いますか。」

「学校は国や地域の伝
統や文化を大切にする
と共に、地球規模の課
題に対して解決に向け
て考える力の育成を
図っている。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

保護者アンケート

「学校は、道徳科を中
心とした各教科等での
学習を通して、豊かな
情操や道徳心を育成し
ていると思いますか。」

「学校は、学習習熟度
に応じた指導を行い、
確かな学力を育成して
いると思いますか。」

「学校は体力テストの結
果を踏まえ、課題に対
する体力向上に向けた
運動に取り組ませてい
ると思いますか。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・「こども防災訓練」に多くの保護者や地域の方が多く参
加し、６年生の児童が自主的に行動している姿がすばら
しかった。地域の防災力を高めるために大変よいので、
次年度も継続を希望する。
・校外に学習の場所を作っており、社会に出ていくことを
意識した学習をしている。
・町探検やこども防災訓練など、地域や学校運営委員の
方々の参加型授業を実施することで、学校と地域が一体
化が生まれている。
・こどもたちの力を存分に引き出す教職員の力に感服し
ている。
・学年に合った課題を与え、考える力や友達と協力する
力を育む学習を行っている。

・授業以外でも、休み時間や放課後に外国語教育指導
員と接することで英語力の向上を図っている。
・学校公開で外国語の授業を参観したが、歌やプリント
を使用することで児童が楽しいと感じている様子が見ら
れた。
・こどもたちから外国語が出てくることがあり、世界への
興味関心をもっていると感じる。

・道徳授業地区公開講座で授業を参観したが、各学年に
合ったテーマが選ばれており、教員が児童の目線に立ち
つつ授業を展開していた。
・算数少人数指導や教科担任制など、児童の実態に合
わせて臨機応変に対応している点がよい。
・地域・保護者が参観できる機会が多くある。
・失敗を恐れず挑戦できる環境、AIや自動化が進む中で
「人間ならではの力」を育む環境の提供を期待する。

保護者アンケートより

「教員は、こどもが自ら
考え判断する力や友達
と協力していく力を育成
していると思います
か。」

「学校は学力の定着と
学ぶ意欲の伸長を目指
し、ICT機器（タブレット・
電子黒板等）を活用し
た授業を実践している
と思いますか。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。
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94％

〈これまでの取組〉
・「生きる力を育むプロジェクト」の
校内研究も２年目になり、自分を
取り巻く様々な課題に対応できる
適応力の育成を図っている。
・総合的な学習の時間でLEGO社
のプログラミングを実施したり、地
域の方と協力してこの街に住む人
たちが安全に生活するためにどう
すればいいのかを考える学習を
行った。

〈今後の改善策〉
・各学年で年間指導計画を作成す
る際に、教科横断的な学びを実施
する単元を明記し、見通しをもっ
て学習を進めていく。
・来年度から始まる「おおたの未
来づくり」の実施にあたり、これま
での「生きる力を育むプロジェク
ト」の成果を生かしながら地域と
のつながりを軸に年間計画に基
づいて適切に実施していく。

〈これまでの取組〉
・外国語教育指導員と連携を取
り、児童が英語でコミュニケーショ
ンをとる機会を多く設定している。
また、休み時間や放課後に外国
語教育指導員と接することで英語
力の向上を図っている。
・「生きる力を育むプロジェクト」で
働くことや現代社会における課題
について自分事として捉え、どう
行動すればいいのか考える学習
を行った。

〈今後の改善策〉
・来年度は低学年の外国語の授
業数が大幅に増える。外国語教
育指導員との連携を密に取り、6
年間を通して外国語に慣れ親しむ
環境を整えていく。また、英語力
向上のために、授業以外で外国
語教育指導員と接する場を設定
する。
・来年度は「生きる力を育むプロ
ジェクト」３年目となる。これまでの
積み重ねを基に、発達段階に応じ
た課題を設定し、児童が自分事と
捉えて解決策を考えられるように
する。

３

87％

〈これまでの取組〉
・保護者会の日の５時間目に道徳
授業地区公開講座の公開授業を
行い、その後、各学級でその授業
をもとに話し合う時間を設定し、本
校の道徳の学習での取り組みを
保護者に伝えた。
・１月の学校公開で体育授業地区
公開講座を行い、保健や体育の
学習の様子を参観させた。
・小中一貫教育の視点から、生活
指導や学習指導で共通の目標を
もちながら関係各校が同様の指
導を続けている。

〈今後の改善策〉
・来年度も、道徳地区公開講座、
体育授業地区公開講座を学校公
開で実施することで、学校の取り
組みを保護者や地域の方に理解
していただく。
・年３回の学校公開で授業内容を
精選し、学習習熟度に応じた指導
の様子を保護者に見ていただく。
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以上

成果
評価

令和６年度　大田区立入新井第五小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・学校規模等…本年度は開校から92年目にあたる。児童数357名（９月１日）、学級数12学級（各学年２学級）　、教職員数18名（管理職２名　学級担任12名　専科４名）
・学校の特色…本校の校風は穏やかで、これは、各町会、卒業生、保護者等、古くから本校にかかわりのある人々の温かな支えによるところが大きい。また、教育活動への支援として、スクールサポートいりご（グリーンサポーターや図書ボランティアなどの常時活動や、
夏休みわくわくスクール等）の取組が年々充実している。児童は何事にも素直な気持ちで向かうことができる。児童は、学年の壁を越えて交流（たてわり班等）するなど、豊かなかかわり合いが見られる。
・本校の取組…文部科学省・国立教育政策研究所　教育課程実践検証協力校（５年目）、大田区教育委員会　子どもの「生きる力」を育むプログラム～大田区における特色ある教育の推進～実践研究校として、これまでの研究成果を生かしながら子どもの「生きる力」を育
むプログラムの研究に取り組んできている。
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学校関係者記入欄
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３：
80％
以上

目標に対する成果指標

12

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。 ③情報技術を適切に活用した授業の実施

を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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１：
70％
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

〈これまでの取組〉
・児童により防災訓練を実施し、
保護者や地域の方々にも参加し
ていただいた。地域防災の意義
や地域の一員としての役割につ
いて学習する機会を設けた。
・地域防災訓練に多くの教職員が
参加し、地域の方と協力し防災拠
点としての学校の立場を意識し、
設営の方法を学んだ。

＜今後の改善策＞
・保護者や地域の方から取り組み
の継続の要請もあり、子ども防災
会議など今年度の取り組みを今
後も改善しつつ継続する。
・コミュニティースクールとして地
域との関わりをより密接にしなが
ら、委員の皆さんと協働して作業
を進めていく。

4

94％

・参観日や学校行事、コミュニティースクールなど来校す
ると、こどもたちが落ち着いて学校生活を送っている様
子が見られる。
・教職員同氏の雰囲気がとてもよく、日頃から小さなこと
でも相談し合える関係であることが伺える。

・学校運営協議会の会議内容が、学校や地域の課題対
応に資するテーマ型で進められており、地域の委員にも
根差した取り組みとなっている。
・コミュニティースクールにも教員が参加しており、学校
生活の話などを伺うことができる。また、教員が明るく、
前向きに学級経営を行っていることを知ることができた。
・ホームページが充実していて、こどもたちの様子や学
校の雰囲気がよく分かり、保護者だけでなく地域の方も
楽しみにしている。
・来校者に対して、児童や教職員の方から声を掛けてく
れることがとてもうれしい。

・校内研究により、学校全体で教員のスキルアップを行う
体制がとられている。
・第４学年から第６学年で、理科と社会で教科担任制を
実施している点がよい。
・本年度開催された展覧会の作品を見ると、児童が学校
生活を楽しみ、伸び伸びの活動している様子が伝わっ
た。
・暗記中心の学習から問題解決型、探究型学習への転
換を期待する。

〈これまでの取組〉
・若手教員育成として校内ＯＪＴを
進め、内容の充実を図っている。
・第４学年から第６学年では理科
と社会において教科担任制を行う
ことにより、専門性を生かした内
容の濃い授業を展開した。
・起案を早く行うことで教職員が見
通しをもって職務に従事できるよ
うになり、心身ともに健康な状態
で児童と向き合うことができた。

〈今後の改善策〉
・来年度も毎月校内OJTの時間を
設定し、中堅教諭による若手教諭
への指導状況の報告及び意見交
換会をするとともに、若手教諭へ
の管理職や中堅教諭からの勉強
会を行う。
・本年度に引き続き、年間行事予
定に基づいた学校運営を行うこと
により、教職員が見通しをもって
職務にあたれる環境を作る。

３

89％

・必要に応じてこどもと話をしっかりしていることが感じら
れる。また、学童に行くのが遅れる際には理由を連絡す
るなど、地域や関係機関と連携がしっかりと取れている。
・家庭、地域も同じ意識で学校と協力して、今後も児童を
育くんでいきたい。
・教職員が授業だけでなく、中休み等の休み時間も児童
と関わることにより、話しやすい環境や関係性が構築さ
れ、いじめの早期発見につながっている。

〈これまでの取組〉
・いじめに関する授業を全学級が
毎学期確実に実施した。また、集
会委員会が「いじめ撲滅集会」を
企画し、全校で行うことで、いじめ
に対する意識が高まった。
・学級担任が各家庭への連絡を
密に取ったり、個人面談を活用す
ることで、保護者が育児に関して
困り感を抱えていることに早く気
付き、スクールカウンセラーに相
談する方法を提案する環境があ
る。また、児童が休み時間にス
クールカウンセラーに気軽に話に
行く姿も見られる。

〈今後の改善策〉
・いじめを見逃さない姿勢を全教
員がもち、早期発見ができるよう
に金曜日に実施する生活指導夕
会での情報交換を密に行う。
・本年度のように全教員で児童を
育む意識をもち、学級、学年を超
えてみんなで児童を見守っていく
組織と継続する。

4

91％

0

Ｂ 2

１：
70％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 12

Ｂ

Ｄ

児童のアンケートより

「授業がよくわかる。」
に対して肯定的な回答
の割合

保護者のアンケートより

「学校は、学習習熟度
に応じた指導を行い、
確かな学力を育成して
いると思いますか。」

「教職員がそれぞれの
専門性を生かしたり、地
域の特色を生かしたり
して教育活動を行って
いると思いますか。」

に対して肯定的な回答
の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

２：
70％
以上

１：
70％
未満

保護者のアンケートより

「学校生活の中で、友だ
ちや先生に自分の気持
ちをいえましたか。」

に対して肯定的な回答
の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

４：
90％
以上

１：
70％
未満
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別
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標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：
90％
以上

保護者アンケートより

「学校は、避難訓練や
安全指導日などを通し
て、危険や災害に対す
る教育を行っていると思
いますか。」

に対して、肯定的な回
答の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
70％
以上

３：
80％
以上

３
80％
以上

４：
90％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。 ４

92％

２：
70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
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の
連
携
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協
働
に
よ
る

地
域
コ
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の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

Ｂ 1

保護者アンケートより

「学校は地域・保護者と
の協力のもと、教育活
動の充実に努めている
と思いますか。」

「学校は、教育活動の
様子や情報をホーム
ページや学校だより・学
年だより等を通して、保
護者にきちんと伝えて
いると思いますか。」

に対して肯定的な回答
の割合

４：「おおむねできた」と
全教員が回答した。

３：80％以上100％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

２：60％以上80％未満
が「おおむねできた」と
回答した。

１：「おおむねできた」と
回答した教員が60％未
満であった。

〈これまでの取組〉
・今年度から学校運営協議会を設
置し、コミュニティ・スクールとして
の活動を推進した。
・休日に行われるＰＴＡ行事、地域
防災訓練等に教員が積極的に参
加したり、学校の授業や行事に保
護者や地域の方が参加したりす
る機会を設け、学校、保護者、地
域が連携して活動した。
・交通安全指導員による登下校の
見守りやPTAによる地域パトロー
ルを実施した。

〈今後の改善策〉
・コミュニティースクールとして地
域との関りをより密にしながら、委
員の方と協働して作業を進めてい
く。
・ホームページを活用し、本年度
と同様に学校の様子を毎日発信
していく。

Ｄ 0

Ｃ 0

Ｃ 0

３：
80％
以上

0

Ｂ 0

Ｃ 0

４：
90％
以上

３：
80％
以上

２：
70％
以上

Ｄ 0
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１：
70％
未満

Ｄ 0
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